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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第43期
第３四半期
連結累計期間

第44期
第３四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 9,969,770 6,813,069 11,531,561

経常利益 (千円) 1,074,042 713,950 809,604

四半期(当期)純利益 (千円) 529,021 446,400 510,100

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 477,424 425,176 428,099

純資産額 (千円) 11,589,879 11,946,111 11,588,438

総資産額 (千円) 23,685,067 21,837,366 20,760,683

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 23.52 19.84 22.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.1 54.7 55.8

　

回次
第43期
第３四半期
連結会計期間

第44期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 10.03 12.94

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

４．第43期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について重要な変更はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社オーイズミ(E01718)

四半期報告書

 2/17



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末（平成23年３月31日）に比べ1,076百万円

増加し、21,837百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ753百万円増加し、10,818百万円となりました。これは主に受取手

形及び売掛金の増加（789百万円増）、有価証券の増加（290百万円増）、原材料の増加（430百万円増）、

その他に含まれる未収入金の増加（225百万円増）及び前渡金の増加（165百万円増）の一方で、現金及

び預金の減少（946百万円減）、商品及び製品の減少（71百万円減）、仕掛品の減少（127百万円減）によ

るものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ323百万円増加し、11,018百万円となりました。これは主に投資有

価証券の増加（274百万円増）によるものです。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ719百万円増加し、9,891百万円となりました。これは主に支払手

形及び買掛金の増加（484百万円増）、短期借入金の増加（300百万円増）、流動負債その他に含まれる未

払金の増加（270百万円増）の一方で、未払法人税等の減少（293百万円減）によるものです。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ357百万円増加し、11,946百万円となりました。これは主に利益

剰余金の増加（378百万円増）の一方で、その他有価証券評価差額金の減少（21百万円減）によるもので

す。

この結果、自己資本比率は54.7％と前連結会計年度末に比べ1.1ポイント減少しました。

　
（２）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高6,813百万円（前年同期比31.7％減）、経常利

益713百万円（前年同期比33.5％減）、四半期純利益446百万円（前年同期比15.6％減）となりました。

なお、セグメントの業績は、次のとおりであります。

（機器事業）

機器事業につきましては、当第３四半期連結累計期間は売上高6,344百万円（前年同期比23.8％減）、

セグメント利益711百万円（前年同期比39.0％減）となりました。

（不動産事業）

不動産事業につきましては、当第３四半期連結累計期間は売上高492百万円（前年同期比12.8％増）セ

グメント利益349百万円（前年同期比31.1％増）となりました。

　
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。
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（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は414百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。

　
（５）従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社または提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　
（６）生産、受注及び販売の実績

①生産実績

当第３四半期連結累計期間において、機器事業における遊技機（パチスロ機）等の生産が著しく減少

しております。

これは、販売台数の減少に伴うものであります。

なお、不動産事業は生産活動を行っておりません。

　

②受注実績

当社グループでは機器事業におけるシステム機器製品については受注生産を行なっております。

当第３四半期連結累計期間において、遊技場のパチスロ機設置台数の増加に伴い、パチスロ関連システ

ム機器等の受注高が増加しております。

なお、不動産事業は受注活動を行っておりません。

　

③販売実績

当第３四半期連結累計期間において、機器事業における遊技機（パチスロ機）等の販売が著しく減少

しております。

　

（７）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末に

おける計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,500,000 22,500,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であ
ります。

計 22,500,000 22,500,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ― 22,500,000 ― 1,006,900 ― 673,700

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式
3,900

― ―

完全議決権株式(その他) 22,469,200 224,692 ―

単元未満株式
普通株式
26,900

― 一単元（100株）未満株式

発行済株式総数 22,500,000― ―

総株主の議決権 ― 224,692 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,500株(議決権15個)含まれてお

ります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社オーイズミ

神奈川県厚木市中町
2-7-10

3,900 ― 3,900 0.0

計 ― 3,900 ― 3,900 0.0

　

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社オーイズミ(E01718)

四半期報告書

 7/17



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,357,177 3,410,378

受取手形及び売掛金 1,795,312 2,585,029

有価証券 10,000 300,000

商品及び製品 571,769 499,947

仕掛品 937,426 809,571

原材料 1,645,438 2,075,658

繰延税金資産 111,524 74,856

その他 645,668 1,076,400

貸倒引当金 △9,055 △13,125

流動資産合計 10,065,262 10,818,717

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,358,851 2,364,208

土地 6,697,388 6,697,388

その他（純額） 124,951 145,710

有形固定資産合計 9,181,191 9,207,307

無形固定資産 14,386 14,104

投資その他の資産

投資有価証券 974,443 1,248,539

長期預金 100,000 100,000

繰延税金資産 17,784 13,991

その他 614,315 653,406

貸倒引当金 △206,700 △218,700

投資その他の資産合計 1,499,843 1,797,237

固定資産合計 10,695,421 11,018,649

資産合計 20,760,683 21,837,366

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,366,252 2,850,706

短期借入金 － 300,000

1年内返済予定の長期借入金 1,308,370 1,115,496

未払法人税等 411,586 118,025

賞与引当金 42,900 13,300

製品保証引当金 16,000 20,000

その他 223,470 519,593

流動負債合計 4,368,580 4,937,121

固定負債

長期借入金 3,513,514 3,716,544

繰延税金負債 12,000 9,700

退職給付引当金 20,447 23,953

役員退職慰労引当金 424,945 432,326

負ののれん 6,909 4,606

資産除去債務 58,907 59,752

その他 766,939 707,251

固定負債合計 4,803,665 4,954,133

負債合計 9,172,245 9,891,255
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,006,900 1,006,900

資本剰余金 673,700 673,700

利益剰余金 10,106,603 10,485,515

自己株式 △3,862 △3,876

株主資本合計 11,783,341 12,162,238

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △194,903 △216,127

その他の包括利益累計額合計 △194,903 △216,127

純資産合計 11,588,438 11,946,111

負債純資産合計 20,760,683 21,837,366
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 9,969,770 6,813,069

売上原価 7,593,882 5,076,301

売上総利益 2,375,888 1,736,768

販売費及び一般管理費

販売促進費 273,792 101,379

役員報酬 153,720 138,645

給料手当及び賞与 183,823 170,333

賞与引当金繰入額 6,630 6,567

退職給付費用 19,767 21,085

役員退職慰労引当金繰入額 7,253 7,380

その他 631,886 578,847

販売費及び一般管理費合計 1,276,875 1,024,239

営業利益 1,099,013 712,529

営業外収益

受取利息 679 1,017

受取配当金 16,819 21,813

その他 16,420 13,769

営業外収益合計 33,919 36,600

営業外費用

支払利息 43,614 34,927

貸倒引当金繰入額 15,000 －

その他 276 251

営業外費用合計 58,890 35,178

経常利益 1,074,042 713,950

特別利益

固定資産売却益 60 －

貸倒引当金戻入額 5,000 －

固定資産受贈益 － 103,710

特別利益合計 5,060 103,710

特別損失

固定資産除売却損 1,093 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 24,865 －

特別損失合計 25,958 －

税金等調整前四半期純利益 1,053,144 817,660

法人税、住民税及び事業税 538,414 333,100

法人税等調整額 △14,290 38,160

法人税等合計 524,123 371,260

少数株主損益調整前四半期純利益 529,021 446,400

四半期純利益 529,021 446,400
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 529,021 446,400

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △51,596 △21,223

その他の包括利益合計 △51,596 △21,223

四半期包括利益 477,424 425,176

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 477,424 425,176
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【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとお

りであります。

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

　減価償却費　　　　　　　　　　　　　267,278千円 　減価償却費　　　　　　　　　　　　　167,265千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 67,488 3 平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 67,488 3 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
機器事業 不動産事業

アニメー
ション関連　
事業

計 調整額 合計

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 8,323,373417,9031,228,4949,969,770 ─ 9,969,770

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 ─ 18,771 ─ 18,771△18,771 ─

計 8,323,373436,6741,228,4949,988,542△18,7719,969,770

セグメント利益又は損失（△） 1,165,938266,852△17,5951,415,195△316,1821,099,013

（注)　１　セグメント利益の調整額△316,182千円は、親会社の管理部門に係る費用であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　３　アニメーション関連事業は、事業の主体である株式会社アニメインターナショナルカンパニーの株式等取得

が平成22年９月30日であったため、当第３四半期連結累計期間での売上高及びセグメント利益は、連結開始後

の金額となっております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 機器事業 不動産事業 計 調整額 合計

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 6,344,862468,2076,813,069 ─ 6,813,069

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 ─ 24,223 24,223△24,223 ─

計 6,344,862492,4316,837,293△24,2236,813,069

セグメント利益 711,197349,7861,060,984△348,455712,529

（注)　１　セグメント利益の調整額△348,455千円は、親会社の管理部門に係る費用であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

    １株当たり四半期純利益金額 23円52銭 19円84銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 529,021 446,400

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 529,021 446,400

    普通株式の期中平均株式数(株) 22,496,144 22,496,026

（注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社オーイズミ(E01718)

四半期報告書

16/17



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月13日

株式会社オーイズミ

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　市　川　　一　郎　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　内　野　　福　道    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社オーイズミの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成
23年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーイズミ及び連結子会社の平成23
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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